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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年4月11日(2013.4.11)

【公開番号】特開2013-39247(P2013-39247A)
【公開日】平成25年2月28日(2013.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-010
【出願番号】特願2011-178495(P2011-178495)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｑ
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３３２Ａ
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３３２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月13日(2013.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　送気ポート５６は送気管路２０に連通しており、送気チューブ６２の一端が接続される
。送気チューブ６２の他端は流体供給装置８０の送気コネクタ８０ｃに接続される。流体
供給装置８０の送気コネクタ８０ｃから送出されるガスは、内視鏡挿入部２６の観察窓４
２に付着した汚れや水滴を吹き飛ばすための高圧ガス（ブロー用ガス）である。そして、
流体供給装置８０の送気コネクタ８０ｃから送出されるガスは、送気チューブ６２、送気
ポート５６、及び送気管路２０を介してノズル６８に導かれる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　図１～図３に示すように、シース操作部３０は、支持部６６を介してシース挿入部１４
に連結固定される本体部３１と、本体部３１に対して回動自在に設けられた操作レバー３
２と、送液チューブ６０及び送気チューブ６２を閉塞するための付勢手段として捩じりコ
イルばね９４、９６とから構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　　図５及び図６は、操作レバー操作時のチューブの開閉状態を示した概略断面図である
。図５は操作レバーを背面側（シース挿入部１４の先端とは反対側）から見たときの様子
を示し、図６は操作レバーを側面側から見たときの様子を示している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　また、図５（ｂ）及び図６（ｂ）に示すように操作レバー３２を１段階押し下げた状態
においては、操作レバー３２の当接部材１２６、１２８のうち、第１の当接部材１２６が
捩じりコイルばね９４に当接し、捩じりコイルばね９４の付勢力に抗してストッパ９０が
押し下げられる。これにより、送気チューブ６２の管路が開放されて開状態となり、流体
供給装置８０の送気コネクタ８０ｃから出力されるブロー用ガスが送気ポート５６、送気
管路２０を介してノズル６８に供給される。一方、第２の当接部材１２８は、第１の当接
部材１２６よりもその長さが短く構成されており、操作レバー３２を１段階押し下げた状
態では、第２の当接部材１２８は捩じりコイルばね９６に当接せず、図５（ａ）に示した
非操作状態と同様に、送液チューブ６０はストッパ９２に押圧されて管路が閉塞した閉状
態にある。よって、操作レバー３２を１段階押し下げた状態では、シース挿入部１４先端
のノズル６８からブロー用ガスのみが噴射される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　このように送気チューブ６２の一部を開放したときに形成される隙間からガスカーテン
用ガスを供給するようにした場合、図７に示すように送気チューブ６２内に線状部材、チ
ューブ状部材、メッシュ状部材などの閉塞防止部材６３を内挿しておくことにより、送気
チューブ６２が完全に閉塞してしまうのを防止することができる。また、図８に示すよう
に送気チューブ６２の内壁部に突起部６２ａを設けてもよいし、図９に示すように送気チ
ューブ６２の内壁部に凹部６２ｂを設けてもよい。また、図１０に示すようにＶ字状の溝
部１３０に送気チューブ６２を押し付けるようしても、送気チューブ６２は完全に閉塞せ
ず、そのときに形成される隙間からガスカーテン用ガスを供給することが可能となる。さ
らに、図１１に示すように送気チューブ６２にバイパスチューブ１３２の両端を接続して
おき、押圧部材１３４（図５のストッパ９０に相当）によって送気チューブ６２を閉塞（
圧潰）したとき、バイパスチューブ１３２を介してガスカーテン用ガスを供給することも
可能となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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